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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本研究は、溶接構造物の製作工程で溶接に伴う変形の防止、あるいは制御手法として複数の熱源や冷却源を用いた
新しい手法を提案したものであり、その制御手法の原理と一般性について論じたものである。特に、溶接変形が溶接
熱の広がりに大きく依存することから、その熱の広がりの基本的支配因子を詳細に考察して、その結果を基に溶接工
程と同時に対策を行うインプロセス溶接変形制御法を提案し、その適用条件範囲を明確にしようとしたものである。
本論文の主な新しい着目点と結論は以下の通りである。 
⑴ 溶接変形に於いて“溶接を生じさせる原因”である固有ひずみについて考察を行い、単に従来から用いられてい
る溶接入熱のみによって必ずしも決まらないことを縦列する複数熱源における実験と数値解析を用いて考察し、
溶接変形には温度場の制御が重要であることから、ワンラン・インプロセス溶接変形制御の可能性を明らかにし
て、「裏面加熱法」と「後方冷却法」の２つを取り上げている。 
⑵ 溶接角変形を低減することを目的とした裏面加熱法において、数値解析結果による固有ひずみの発生領域などの
考察から、溶接熱源の直後で行う裏面加熱法が有効であることを明らかにしている。 
⑶ 後方冷却法においても、固有ひずみを発生原因とする角変形と、溶接中の温度場を発生原因とする回転変形を取
り上げて、それらの制御方法に関して数値解析と実験的検討を行って、溶接変形を効果的に低減できる冷却法の
決定方法を明らかにすると共に、有効な後方冷却法が実溶接施工でも可能であることを実証し、提案する方法の
有用性を明確にしている。 
 以上のように、本論文で提案している裏面加熱法や後方冷却法などの溶接時における温度場の制御を目的とする溶
接変形のインプロセス制御法は、溶接角変形や回転変形などの低減に有効であることを明らかにすると共に、その実
用性と適用範囲をも明確にしており、溶接構造物の製作における製品精度管理にとって有用な知見を得ている。その
成果は、溶接変形制御によって、加工工数の低減や、施工時の必要エネルギーの削減などによって、溶接鋼構造物の
効率的な製造へつながる新たな知見を与えており、溶接構造工学・生産科学の発展に寄与するところが大である。 
 よって、本論文は博士論文として価値あるものと認める。 
